
RouteG F１ GR（日本語授業）

テーマ

法則性の説明

Structure
[Writing]

ひと言解説

中学３年分を１年
で速習するため、最
も効果的なオリジナ
ルカリキュラムで進行

分かれば簡単な、
シンプルな法則を
身につけられるよう
工夫しています

理解した文法は英語
でアウトプットできる
ようトレーニング

Structure
[Communication]

質疑応答など多面的
にアウトプットできるよ
う表現を展開します。
Communicationの
様々なパターンに対応
できます。

ひと言で理解できる
ような解説を心がけ、
その後の運用に比重
を置きます

●文法を単に知識として暗記するのではなく、仕組みとして理解します。“なぜそうなるか”に踏み込む学びが、応用力の土台に。
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Vocabulary

中学範囲を１年で
修めるには語彙力も
重要な要素。折に触
れて、Keyとなる語句
や表現を確認してい
きます。

まとめ

その日のテーマを凝縮
した例文のかたちで
提示。今日はこれを
学習しましたね、のポ
イントをシンプルに示
します。単元名でなく、
英語表現で記憶にと
どめます。

日英Writing

単に書いてみよという
指示ではなく、その日
の学習内容をつかっ
て、多角的かつ十分
な英語でのアウトプッ
トが確保できるように
設計しています。

●学んだ文法は、すぐに書く・話すで実践へ。文法どうしのつながりに気づき、発展的に使いこなす力を育てます。

Foundation１ GR（日本語授業）

英語は語順が肝であ
ることを踏まえ、Key
となる語句や表現を
確認しながら英文を
つくれるような問いか
けをします。

Structure
[Writing]



RouteG F１ LA（オールイングリッシュ授業）

Phonics

英語の音と文字や綴
りについても、ルール・
法則性が身につくよ
うに学びます

Dictation
聴いて書取り

耳から聞いた英語を
綴りを間違わずに書
き取るトレーニングを
します

Vocabulary

最後は英語を覚える
必要があります。LA
パートでも単語は着
実に身につけていきま
す。もちろん、日本語
の訳語ではなく英語
を定着させます。

●読む・聞く・書く・話すを切り離さず、自然な流れの中で生きた４技能を育てるAll English授業です。

Foundation１ LA（オールイングリッシュ授業）

テーマ

中学３年分を１年
で速習する
Grammarに連動す
るカリキュラムで相乗
効果を発揮します



RouteG F１ LA（オールイングリッシュ授業）

Structure
<Picture 

Dictionary式>

様々な状況が英語
でそのまま説明：
pictureから英語を
speakingできるよ
うに取り組みます。英
文を構成する土台は
GR（日本語授業）
での学習テーマに基
づいており、文法学
習が生きた英語につ
ながる瞬間です。

Structure
<Describe & 

Explain>

さらに様々な状況が
英語で説明できるよ
うにwriting,
speaking両面でト
レーニング。もちろん
GR（日本語授業）
での学習テーマに連
動しているから、とて
も効果的です。

●文法で学んだ内容をすぐに使うから、理解が深まり、実際に使える力が定着します。

Foundation１ LA（オールイングリッシュ授業）



In-on-out
守破離

[Writing/Speaking]

F1のLA(Language Activity)では、内容の復習をWriting /
Speakingの宿題ー発表形式で行い、解説/振り返りをした後に新たな内
容に入っていきます。（最終的に理論ー実践の応用としてのアウトプットのチ
カラとして重ねていく）
型を学び、型を活用し、最終的には自在に言葉を操れるようになるプロセス
へのステップとなります

RouteG F１ LA（オールイングリッシュ授業）

●言語運用のゴールは“長く・深く・伝える”力。思考と構成力をともなうアウトプットを目指します。

Foundation１ LA（オールイングリッシュ授業）
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